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石上寺

N

榛
名
白
川

早
春
の
箕
郷
を
歩
く

榛
名
山
麓
の
伏
流
水
が

地
表
に
流
れ
出
す
井
伊
家
の
香こ

う

華げ

寺じ

　

榛
名
山
が
迫
る
な
だ
ら
か
な
丘
陵
。

榛
名
湖
に
通
じ
る
県
道
28
号
線
沿
い
に
あ

り
、
箕み

の
わ
じ
ょ
う

輪
城
跡
の
す
ぐ
北
東
に
位
置
す
る

場
所
に
、
唐か
ら

破は

ふ風
造
り
の
向
む
こ
う

唐か
ら
も
ん門
の
山
門

が
見
え
る
。
箕
輪
城
最
後
の
城
主
で
あ
っ

た
井い

い伊
直な

お
ま
さ
こ
う

政
公
が
開
基
し
た
井
伊
家
の
香こ

う

華げ

寺じ

「
榛
名
山
龍
門
寺
」
だ
。
香
華
寺
と

は
仏
前
に
香
や
花
を
供
え
る
役
割
を
担
う

寺
の
こ
と
で
、
菩
提
寺
に
近
い
存
在
。

　

山
門
は
１
７
９
６
年
（
寛
政
8
）、
開

基
二
百
周
年
を
記
念
し
井
伊
家
に
よ
っ
て

再
建
さ
れ
た
。
門
の
正
面
に
は
、
井
伊
家

の
家
紋
「
丸ま

る

に
橘

た
ち
ば
な」、

裏
側
に
は
「
細ほ

そ

平ひ
ら

井い
げ
た桁
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

境
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
京
都
の

寺
院
の
よ
う
な
侘
び
の
庭
が
趣
深
い
。
奥

アクセス
●バス：JR高崎駅から群馬バス「箕郷行」約 30分→
　　    　「箕郷営業所」下車→タクシー約10分圏内
●車：関越自動車道前橋インターから約11km
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輪城跡をはじめ古寺や石仏が里山の風景に溶け輪城跡をはじめ古寺や石仏が里山の風景に溶け
込んでいる。早春の野では、温んだ水が流れ出込んでいる。早春の野では、温んだ水が流れ出
し、蝋梅が芳香を放ち白梅の花のつぼみがほこし、蝋梅が芳香を放ち白梅の花のつぼみがほこ

　2月下旬から3月上旬頃には、西側の丘陵に　2月下旬から3月上旬頃には、西側の丘陵に
広がる箕郷梅林が開花期を迎え、満開の梅の花広がる箕郷梅林が開花期を迎え、満開の梅の花
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し、蝋梅が芳香を放ち白梅の花のつぼみがほこ
ろび始める。清々しい生命の息吹に出会える。
　2月下旬から3月上旬頃には、西側の丘陵に
広がる箕郷梅林が開花期を迎え、満開の梅の花
が訪れた人たちを桃源郷に誘う。



塔
〈
１
４
９
１
年
（
延
徳
3
）〉、
六
地

蔵
石せ
き
ど
う幢
〈
１
４
７
４
年
（
文
明
6
）〉
な

ど
、
室
町
時
代
の
石
造
物
が
風
雪
に
さ
ら

さ
れ
な
が
ら
も
刻
ま
れ
た
歴
史
を
伝
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
鍛
冶
町
通
り
に
あ
る
「
東
ひ
が
し
む
き向

八は
ち
ま
ん
ぐ
う

幡
宮
」
は
、
長
野
業な

り

尚ひ
さ

公
が
１
４
７
４

年
（
文
明
6
）
に
山
城
国
（
京
都
府
）
石い

わ

清し
み
ず水
八は
ち
ま
ん
ぐ
う

幡
宮
か
ら
勧
請
創
建
し
、
箕
輪
城

総
鎮
守
と
し
て
祀
っ
た
と
伝
わ
る
。
本
殿

北
側
に
あ
る
石せ
い
ど
う幢
に
は
「
文
明
6
年
」
の

銘
が
あ
る
。
石
上
寺
の
石
幢
に
も
同
様
の

年
号
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
専
門
家
に
よ
る

と
、
箕
輪
城
築
城
の
年
が
１
４
７
４
年
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
と
推
測
す
る

根
拠
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

室
町
時
代
の
石
造
物
は

史
実
を
ひ
も
解
く
鍵

　

龍
門
寺
の
山
門
を
出
て
道
路
を
渡
っ
た

と
こ
ろ
に
、
長
野
氏
が
祖
と
仰
ぐ
在
あ
り
わ
ら
の原

業な
り

平ひ
ら

の
草
創
と
伝
え
ら
れ
る
石せ
き
じ
ょ
う
じ

上
寺
が
あ

る
。
箕
輪
城
の
鬼
門
の
寺
と
し
て
、
代
々

城
の
祈き
と
う
じ
ょ

祷
所
と
さ
れ
て
き
た
。
１
５
５
７

年
（
弘
治
3
）、
武
田
信
玄
の
攻
撃
を
受

け
炎
上
し
た
が
、
１
５
９
１
年
（
天
正

19
）
に
井
伊
直
政
公
に
よ
り
再
建
さ
れ

た
と
伝
わ
る
。
直
政
公
が
城
を
高
崎
に

移
し
た
と
き
に
一
緒
に
移
転
し
た
。
現

在
、
箕
郷
町
東ひ

が
し
あ
き
や

明
屋
に
あ
る
石
上
寺
は
、

移
転
後
も
地
域
の
信
徒
に
よ
っ
て
護
ら

れ
て
き
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
輪り
ん
ね廻
の

 ▲石上寺の輪廻の塔

◀ 東向八幡宮の石
せいどう
幢

石上寺の石造物

に
進
む
と
せ
せ
ら
ぎ
の
音
が
聞
こ
え
、
渡

り
廊
下
の
床
下
を
水
が
流
れ
る
光
景
に
出

く
わ
す
。
寺
の
裏
の
杉
林
か
ら
伏
流
水
が

池
に
流
れ
込
み
境
内
へ
向
か
う
。
高
崎
市

内
を
流
れ
る
井
野
川
の
源
流
と
な
る
地
蔵

川
が
近
く
を
流
れ
、
こ
の
辺
り
は
井
野
川

の
始
ま
り
の
地
で
も
あ
る
。

　

こ
の
龍
門
寺
は
、
井
伊
直
政
公
が

１
５
９
８
年
（
慶
長
3
）
3
月
に
、
中
山

道
と
三
国
街
道
沿
い
の
烏
川
河
岸
の
和
田

を
「
高
崎
」
と
改
名
し
、
高
崎
城
を
築
い

て
移
っ
た
時
に
一
緒
に
移
っ

た
。「
高
崎
」
命
名
の
発
案

者
は
、
直
政
公
よ
り
相
談
を

受
け
た
龍
門
寺
の
白
庵
秀

関
和
尚
で
、
若
松
町
に
あ
る

「
高
崎
山
龍
廣
寺
」
の
開
山

の
祖
で
あ
る
。

　

今
も
龍
門
寺
の
檀
家
の

人
た
ち
に
と
っ
て
、
井
伊

直
政
公
は
畏
れ
多
い
殿
様

で
、「
井
伊
さ
ま
」「
直
政

公
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の

地
に
は
戦
国
の
世
に
土
着
し

た
武
田
の
家
臣
た
ち
も
い
た

が
、
戦
が
終
わ
れ
ば
武
田
衆

も
箕
輪
衆
も
な
い
と
出
自
を

詮
索
し
な
い
暗
黙
の
ル
ー
ル

が
綿
々
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
と
い
う
。

龍門寺の山門



て
落
城
し
て
以
降
、
武

田
・
織
田
・
北
条
・

徳
川
と
城
主
が
替

わ
っ
た
。
し
か
し
、

今
も
歴
史
を
愛
す

る
地
元
の
人
た
ち
に

と
っ
て
、
殿
様
と
い

え
ば
長
野
氏
と
い
う
。

　

近
年
、
高
崎
市
が
史

跡
公
園
と
し
て
の
環
境
整

備
・
遺
構
整
備
を
進
め
、
井

伊
直
政
公
時
代
の
荘
厳
な
城
門

「
郭か
く

馬う
ま

出だ
し

西に
し
こ
ぐ
ち

虎
口
門も
ん

」
が
復
元
さ
れ
、

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
関
ヶ
原
の

戦
い
以
前
で
復
元
さ
れ
た
城
門
の
中
で

は
、
関
東
地
方
最
大
規
模
の
門
と
い
う
。

江
戸
時
代
の
書
院
造
と

庭
園
が
残
る
旧
下
田
邸

　

箕
郷
支
所
に
隣
接
し
、
塀
を
越
え
て

外
に
伸
び
た
立
派
な
松
の
幹
が
目
を
ひ
く

旧
下
田
邸
。
長
野
氏
の
重
臣
下
田
大
膳
正

勝
の
子
孫
が
落
城
後
に
土
着
し
、
房
州
勝

山
藩
酒
井
大
和
守
の
所
領
の
代
官
と
し
て

居
を
構
え
た
。
一
部
が
書
院
と
回
遊
式
の

庭
園
と
し
て
残
さ
れ
て
、
貴
重
な
近
世
の

様
式
を
伝
え
て
い
る
。
書
院
は
随
所
に
数

寄
屋
風
の
意
匠
が
見
ら
れ
、
葡
萄
と
リ
ス

を
透
か
し
彫
り
に
し
た
優
美
な
桃
山
風
の

欄ら
ん
ま間

装
飾
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。
残
念

な
が
ら
内
部
は

立
入
禁
止
だ
。

　

県
内
で
も

数
少
な
い
江

戸
時
代
の
庭

園
は
、『
忠
臣

蔵
』
で
お
な

じ
み
の
堀ほ

り
べ部

安や

す

べ

え

兵
衛
が
築

庭
し
た
と
伝
わ
る
。
ア
カ
マ
ツ
や
ヤ
マ

モ
ミ
ジ
な
ど
の
樹
木
が
植
え
ら
れ
、
蓬

莱
島
や
亀
島
と
呼
ば
れ
る
石
の
島
が
配

さ
れ
た
池
も
あ
る
。
武
家
屋
敷
の
品
格

を
伝
え
る
邸
宅
は
、
四
季
折
々
の
表
情

に
趣
が
あ
り
、
特
に
紅
葉
の
名
所
と
し

て
知
ら
れ
る
。

国
指
定
史
跡
・
日
本
百
名
城

遊
歩
道
を
歩
い
て
ス
ケ
ー
ル
を
実
感

　

榛
名
山
東
南
麓
の
丘
陵
上
に
位
置
す
る

「
箕
輪
城
跡
」
は
、
昭
和
62
年
に
群
馬
県

の
戦
国
時
代
を
代
表
す
る
城
郭
跡
と
し
て

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
平
成
17
年
に
「
日

本
百
名
城
（
日
本
城
郭
協
会
認
定
）」
に

認
定
さ
れ
た
。
歩
い
て
み
る
と
豊
か
な
自

然
が
残
り
、
高
崎
市
街
を
見
渡
せ
る
す
が

す
が
し
い
場
所
で
あ
り
、
地
形
を
巧
み
に

利
用
し
た
城
の
構
造
が
実
感
で
き
る
。

　

最
初
の
箕
輪
城
主
長
野
氏
は
、
平へ
い
ぜ
い城

天
皇
の
皇
子
阿あ

ぼ保
親
王
の
第
五
子
在あ
り
わ
ら
の原

業な
り

平ひ
ら

の
後
裔
と
さ
れ
る
。
在
原
業
平
は

「
伊
勢
物
語
」
の
主
人
公
で
優
れ
た
歌
人

で
あ
り
、
恋
多
き
美
男
子
と
し
て
知
ら
れ

る
人
物
だ
。

　

箕
輪
城
は
、
長
野
業な

り

尚ひ
さ

公
が
築
城

し
、
子
憲の
り
な
り業
公
、
孫
業な
り

政ま
さ

公
に
よ
り
強

化
さ
れ
た
。
長
野
氏
約
70
年
間
の
箕
輪

城
主
の
中
で
、
智
仁
勇
を
兼
ね
備
え
た
名

将
の
誉
れ
高
い
業
政
公
が
西
上
州
に
君
臨

し
た
35
年
間
が
全
盛
期
と
い
え
る
。
難
攻

不
落
と
い
わ
れ
た
箕
輪
城
は
、
業
政
公
の

子
・
業な

り

盛も
り

公
が
武
田
軍
の
総
攻
撃
に
屈
し

直政公によって埋め立てられた大堀切が、底の杉を伐採
し 9メートル程の深さまで再現されている。実際は 20
メートルほどの深さがあり、全国級のスケールという。

旧下田邸

城門「郭馬出西虎口門」の復元

城跡にはいくつかの遊歩道があり、戦国の世をしのびな
がらの自然散策がおすすめだ。



林
で
開
催
さ
れ
る
「
み
さ
と
梅
ま
つ
り
」

で
、
週
末
に
野
点
を
行
う
茶
道
家
の
佐

藤
先
生
。

　

梅
の
木
で
囲
っ
た
炉
に
梅
の
木
で
作
っ

た
炭
を
く
べ
て
茶
釜
で
お
湯
を
沸
か
す
。

昔
か
ら
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
道
具
の
素

材
と
な
っ
た
竹
も
用
い
て
お
手
前
の
空
間

を
し
つ
ら
え
る
。「
農
業
は
人
々
の
暮
ら

し
の
礎
。
自
然
の
織
り
な
す
森
羅
万
象
と

う
ま
く
折
り
合
い
を
つ
け
共
生
し
て
き
た

暮
ら
し
の
知
恵
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
農

業
へ
の
感
謝
を
表
し
、
こ
の
梅
の
里
の
素

晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
で
、
い
つ
ま
で

も
こ
の
地
の
自
然
と
農
業
を
守
る
一
助
に

な
り
た
い
」
と
言
葉
を
つ
な
ぐ
。

　

梅
林
の
野
点
で
用
い
る
茶
釜
は
「
兜
か
ぶ
と

釜が
ま

」
と
決
め
て
い
る
。
兜
型
の
釜
は
、

武
田
軍
を
何
度
も
退
け
た
名
将
長
野
業

政
公
や
、
武
田
軍
に
囲
ま
れ
持
仏
堂
で

自
害
し
た
若
き
城
主
業
盛
公
な
ど
、
こ

の
地
に
散
っ
た
武
将
や
兵
士
た
ち
を
し

の
ぶ
も
の
。
そ
の
兜
釜
に
は
、
閻え

ん
ま魔

大だ
い

王お
う

の
か
ぶ
り
も
の
に
似
た
形
の
蓋ふ

た

が
付

く
。
そ
こ
に
は
、
お
彼
岸
に
墓
参
り
に

帰
っ
て
き
た
人
た
ち
を
も
て
な
す
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
御
茶
一
服
差
し
上
げ
た
く
…
」。
箕
郷

梅
林
限
定
の
お
も
て
な
し
の
一
服
は
、
生

き
る
喜
び
と
感
謝
に
満
ち
た
清
涼
感
の
あ

る
一
服
と
な
る
。

梅
の
里
を
従
え
る
よ
う
な
古
寺
は

長
野
氏
の
菩
提
寺

　

箕
郷
町
富
岡
地
区
に
あ
る
「
曹
洞
宗
金

富
山
長ち
ょ
う
じ
ゅ
ん
じ

純
寺
」
は
、
長
野
業
政
公
が
中

興
開
基
し
た
長
野
氏
の
菩
提
寺
。
裏
山
は

箕
郷
梅
林
に
続
い
て
お
り
、
見
晴
ら
し
の

良
い
場
所
に
業
政
公
の
供
養
塔
が
あ
る
。

寺
の
開
基
堂
に
は
業
政
公
の
木
像
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。
ご
住
職
も
長
野
姓
だ
。

　

周
囲
の
梅
が
開
花
期
を
迎
え
る
と
、
長

野
氏
の
家
紋
「
檜ひ

お
う
ぎ扇

」
が
刻
ま
れ
た
山
門

が
ひ
と
き
わ
輝
く
。
参
道
の
前
の
ユ
ニ
ー

ク
な
2
体
の
石
像
を
手
前
に
山
門
を
眺
め

る
の
が
、
絶
好
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
。

の
丘
陵
に
10
万
本
も
の
梅
の
木
が
植
え

ら
れ
て
い
る
。
開
花
期
に
は
大
地
が
歓

喜
の
声
を
上
げ
る
よ
う
に
純
白
に
染
ま

り
、
桃
源
郷
に
一
変
す
る
。

　
「
梅
は
寒
さ
に
耐
え
て
春
に
先
駆
け
て

咲
く
花
の
王
。
気
品

が
あ
り
高
潔
な
こ
と

か
ら
君
子
に
た
と
え
ら

れ
、
菊
・
竹
・
蘭
と
並

び
〝
四
君
子
〞
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
箕
郷
で

は
、
養
蚕
が
衰
退
し
た

後
、
梅
が
農
家
の
貴

重
な
収
入
源
と
な
り
、

り
っ
ぱ
な
梅
林
を
育
ん

で
き
ま
し
た
」
と
話
す

の
は
、
３
月
１
日
か
ら

3
月
下
旬
ま
で
箕
郷
梅

桃
源
郷
で
い
た
だ
く
御お
ん
ち
ゃ茶
一い
っ
ぷ
く服

　

高
崎
は
東
日
本
一
の
梅
の
産
地
。
箕

郷
梅
林
は
、「
群
馬
三
大
梅
林
」
の
ひ
と

つ
で
、
標
高
１
４
０
ｍ
か
ら
３
９
０
ｍ

ユニークは姿の石像は右側が閻
えんま

魔大
だいおう

王、左側が奪
だつ

衣
え

婆
ば

（三
しょうずか

途河〈葬
そうずか

頭河〉の婆
ばば

などと呼ばれ、三途の川で亡者の衣服をはぎ取る老婆の鬼のこと）

箕輪城跡では、関ケ原
の戦い以前の城郭か
ら、関東では初となる
楽
らく

茶
ぢゃわん

碗が出土してい
る。茶の湯に親しんだ
暮らしがうかがえる。

◀ 長純寺の山門
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「
日
本
の
ま
つ
り
・
故
郷
の
味
」

を
テ
ー
マ
に
12
回
目
と
な
る
『
ふ

る
さ
と
祭
り
東
京
２
０
２
０
』
が

東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る
。

「
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
」「
パ
ン
祭

り
」「
ご
当
地
ス
イ
ー
ツ
マ
ル

シ
ェ
」「
イ
ケ
麺
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
な
ど
の
企
画
も
多
数
。

　

毎
年
40
万
人
も
の
人
出
で
に

ぎ
わ
う
食
の
祭
典
に
、
高
崎
の

「
開
運
た
か
さ
き
食
堂
」
が
今
年

も
出
店
。
や
き
ま
ん
じ
ゅ
う
、
高

崎
パ
ス
タ
、
も
つ
煮
込
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
な
ど
の
乳
製
品
、
高
崎
の

ご
当
地
グ
ル
メ
を
力
強
く
発
信

す
る
。

　

榛
名
山
麓
の
東
南
面
に
広
が

る
榛
名
梅
林
と
箕
郷
梅
林
は
、

東
日
本
最
大
の
梅
の
生
産
量
を

誇
る
高
崎
市
の
生
産
拠
点
と

な
っ
て
お
り
、
梅
の
開
花
期
に

あ
わ
せ
て
祭
り
や
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な

土
地
に
、
約
12
万
本
の
梅
の
木

が
植
え
ら
れ
て
い
る
「
榛
名
梅

林
」
で
は
、『
は
る
な
梅
マ
ラ
ソ

ン
』
が
行
わ
れ
る
。
烏
川
沿
い

を
走
る
ハ
ー
フ
コ
ー
ス
や
、
11

キ
ロ
、
５
キ
ロ
、
３
キ
ロ
、
２

キ
ロ
な
ど
、
地
形
を
生
か
し
た

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
や
甘
い
梅
香
が

か
お
る
里
を
駆
け
抜
け
る
な
ど
、

走
り
応
え
の
あ
る
コ
ー
ス
が
設

定
さ
れ
る
。
会
場
で
は
地
元
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
温
か
い
汁

　

１
３
０
０
年
ほ
ど
前
の
東
ア

ジ
ア
の
文
化
交
流
を
示
す
日

本
最
古
の
石
碑
群
と
し
て
、
そ

の
存
在
価
値
を
示
し
続
け
て
い

る
「
上
野
三
碑
（
山
上
碑
・
多

胡
碑
・
金
井
沢
碑
）」。
国
連
教

育
科
学
文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）

「
世
界
の
記
憶
」
に
登
録
さ
れ

て
い
る
。

　

多
胡
碑
は
、
７
１
１
年
（
和

銅
４
年
）
３
月
９
日
に
、
多

胡
郡
が
こ
の
地
域
に
建
郡
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
建
て

ら
れ
た
。

　

高
崎
市
で
は
、
多
胡
碑
に
建

郡
の
日
と
し
て
刻
ま
れ
た
「
３

月
９
日
」
を
記
念
し
、
こ
の
日

に
近
い
日
曜
日
に
上
野
三
碑
の

一
般
公
開
を
実
施
し
て
い
る
。

　

貴
重
な
石
碑
を
守
る
覆
屋

の
扉
が
開
か
れ
、
直
接
観
覧
す

る
こ
と
が
で
き
る
年
に
一
度
の

チ
ャ
ン
ス
。

東京ドーム「ふるさと祭り東京」に出店

　高崎市八島町 46-1
　営業時間：11:00 ～ 23: 00
                          （Ｌ.Ｏ. 22: 00）
　

（高崎オーパ 7F）

TAKASAKI ARENA
●全日本高等学校中学校チアリーディング選手権大会　1/25（土）・26（日）〈観覧有料〉

●全日本新体操チャイルド選手権　2/21（金）～ 23（日）〈観覧有料〉

●V.LEAGUE DIVISION１ MEN （V１男子）V・ファイナルステージ優勝決定戦　2/29（土）〈観覧有料〉

●体操「内村杯」　 3/18（水）〈観覧有料〉

●お問い合わせ：高崎アリーナ    TEL.027-329-5447 　

3月15日（日）

榛名の梅祭り

●主会場：榛名文化会館
　　　　    エコール前広場
　　　　  ９：30 ～ 

3月1日（日）～下旬

みさと梅まつり

●駐車場料金：普通車   300 円
　　  マイクロ・大型バス   1,000 円
　　　　　　   バイク　 100 円

●会場：カ二沢会場・善地会場
3月8日（日）

●会場：榛名文化会館エコール前広場　

※大会当日会場周辺は交通規制があります。
　ご注意ください。

受付時間7：30～9：00（雨天決行）

第29回  はるな梅マラソンTAKASAKI CITY

3月8日（日）
●観覧：山上碑・多胡碑・金井沢碑
　　　     9 : 00 ～ 15 : 00
●費用等：無料　申込不要

●お問い合わせ：多胡碑の一般公開は多胡碑記念館    TEL.027-387-4928
                                   山上碑・金井沢碑は高崎市文化財保護課    TEL.027-321-1292 

●上野三碑巡り無料バス
上信電鉄吉井駅を起点に 45分間隔で運
行。乗車無料。第 1 便は午前 9 時に吉
井駅発。最終便は2時15分に吉井駅発。

●お問い合わせ：はるな梅マラソン実行委員会（榛名支所地域振興課） TEL.027-374-6715
●お問い合わせ：榛名の梅祭り実行委員会（榛名支所産業観光課）TEL.027-374-5111
●お問い合わせ：みさと梅まつり実行委員会（箕郷支所産業課）　TEL.027-371-5111

高崎アリーナ　
1月～3月の主なイベント
高崎アリーナ　
1月～3月の主なイベント

や
甘
酒
を
ふ
る
ま
う
。

　

ま
た
、『
榛
名
の
梅
祭
り
』
で

は
、
梅
の
加
工
品
等
が
賞
品
で

当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、

梅
干
し
の
種
飛
ば
し
大
会
、
梅

う
ど
ん
の
無
料
配
布
、
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
な
ど
楽
し
い
企
画
が

目
白
押
し
だ
。

　

一
方
、「
箕
郷
梅
林
」
は
関
東

平
野
を
一
望
す
る
丘
陵
に
約
10

万
本
の
梅
の
木
が
植
え
ら
れ
て

お
り
、
白
梅
が
雲
の
じ
ゅ
う
た

ん
の
よ
う
に
丘
陵
を
覆
う
ス

ケ
ー
ル
感
と
、
そ
の
先
に
広
が

る
市
街
地
や
山
並
み
と
い
っ
た

眺
望
は
、
ま
さ
に
絶
景
。
梅
祭

り
期
間
中
は
、
梅
の
加
工
品
販

売
や
梅
見
茶
会
、
芸
能
シ
ョ
ー

な
ど
が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
る
。

　

高
崎
オ
ー
パ
の
７
・
８
Ｆ
フ

ロ
ア
で
は
〝
Ｏ
Ｐ
Ａ
で
夜
ゴ
ハ

ン
〞
を
推
進
中
。
高
崎
観
光
協

会
が
運
営
す
る
『
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
高

崎
じ
ま
ん
』
で
も
、
一
押
し
の

夜
ゴ
ハ
ン
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し

て
い
る
。

　

そ
の
名
も
「
じ
ま
ん
の
夜
ご

は
ん
」（
17
時
以
降
の
提
供
）
は
、

６
種
の
惣
菜
が
乗
っ
た
プ
レ
ー

ト
に
、
豆
腐
サ
ラ
ダ
と
コ
ン
ソ

メ
ベ
ー
ス
の
み
そ
ス
ー
プ
、
そ

し
て
倉
渕
産
の「
は
ん
で
え
米
」

を
炊
い
た
ご
飯
と
、
品
数
多
く

栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
バ
ッ
チ
リ
に

仕
上
げ
て
い
る
。特
に
野
菜
は
、

１
Ｆ
の
「
高
崎
じ
ま
ん
」
で
販

売
す
る
朝
採
れ
野
菜
を
使
用

し
て
お
り
、
鮮
度
の
よ
い
野
菜

な
ら
で
は
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
倉
渕
産
「
は
ん
で
え

米
」
は
、
清
ら
か
で
冷
た
い
山

あ
い
の
水
と
、
昼
・
夜
の
寒
暖

差
に
よ
り
、
旨
み
の
多
い
コ
シ

ヒ
カ
リ
。
約
30
日
間
は
ん
で

え
干
し
（
天
日
干
し
）
す
る
こ

と
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
増
し
、
冷

め
て
も
食
感
が
い
い
の
が
特

徴
だ
。
手
間
を
か
け
て
自
然

乾
燥
さ
せ
る
こ
と
や
収
穫
量

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
市
場

に
は
ほ
と
ん
ど
出
回
ら
な
い

貴
重
な
お
米
。
是
非
味
わ
っ

て
み
て
。

上野三碑一般公開

北関東随一の梅どころ  榛名山麓に広がる梅林にシーズン到来

　

高
崎
の
春
の
風
物
詩
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し

た
高
崎
映
画
祭
は
今
年
も
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上

旬
の
日
程
で
開
催
予
定
。
毎
年
華
や
か
な
ゲ
ス
ト

が
一
堂
に
会
す
る
授
賞
式
も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ

だ
。
群
馬
県
内
初
上
映
作
品
を
中
心
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
、
若
手
作

家
の
発
掘
と
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
近
年

で
は
、
高
崎
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
の
特
集
も
充
実

し
て
い
る
。
上
映
時
に
は
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を
お
迎

え
し
、
舞
台
挨
拶
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
イ
ベ
ン

ト
も
目
白
押
し
だ
。
劇
場
公
開
前
の
新
作
上
映
も

あ
る
の
で
い
ち
早
く
話
題
作
が
見
ら
れ
る
チ
ャ
ン

ス
を
お
見
逃
し
な
く
。

　
「
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
が
楽
し
め
る
映
画
時

間
」
を
提
供
す
る
高
崎
映
画
祭
を
今
年
も
堪
能
し

て
ほ
し
い
。

3月下旬～4月上旬予定

第34回高崎映画祭

●10日～18日：10:00 ～ 21:00    19日：10:00～18:00
●当日券  1,800 円（前売り 1,600 円）
　平日限定当日券　1,400 円（前売り 1,200 円）
　イブニング券    1,300 円

若手作家の発掘・育成にも貢献

●お問い合わせ：高崎映画祭　TEL.027-326-2206

EVEN
T●お問い合わせ： （一社）高崎観光協会    TEL.027-330-5333

1月10日（金）～19日（日）

ふるさと祭り東京 2020

●東京ドーム●上映会場：高崎市文化会館 /高崎シティギャラリー
                          高崎芸術劇場ほか

「世界の記憶」登録の石碑を巡る
い し ぶ みユネスコ

●多胡碑
日本三古碑の一つ。碑文の
おおらかで力強い楷書体は
中国の六朝風の書体として
高い評価を受けている。

●山上碑
681年に建立された完存す
る国内最古の石碑。7世紀
の古墳とその墓碑銘が共
に残っている全国でも貴
重な史跡。

こ う ず け さ ん ぴ

●「じまんの夜ごはん」1,000円（税込）
 ・群馬県産豚ロース焼肉 ・ピクルス ・ま
こもだけのきんぴら等 6 種類の惣菜の
プレートと豆腐サラダ ・生姜の漬物 ・
みそスープ ・ご飯は倉渕産のはんでえ
米（コシヒカリ）
 ・ドリンクセット  1,200 円（税込）
　（コーヒー or 紅茶 or ほうじ茶付き）

※惣菜は変更あり

●金井沢碑
726 年に建立された。当時
では新しい文化である仏教
思想によって先祖の供養を
した記念碑。「群馬」が記
された県内最古の史料。

※一般公開日は臨時便を増発予定
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０
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催
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ス
や
、
11

キ
ロ
、
５
キ
ロ
、
３
キ
ロ
、
２

キ
ロ
な
ど
、
地
形
を
生
か
し
た

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
や
甘
い
梅
香
が

か
お
る
里
を
駆
け
抜
け
る
な
ど
、

走
り
応
え
の
あ
る
コ
ー
ス
が
設

定
さ
れ
る
。
会
場
で
は
地
元
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
温
か
い
汁

　

１
３
０
０
年
ほ
ど
前
の
東
ア

ジ
ア
の
文
化
交
流
を
示
す
日

本
最
古
の
石
碑
群
と
し
て
、
そ

の
存
在
価
値
を
示
し
続
け
て
い

る
「
上
野
三
碑
（
山
上
碑
・
多

胡
碑
・
金
井
沢
碑
）」。
国
連
教

育
科
学
文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）

「
世
界
の
記
憶
」
に
登
録
さ
れ

て
い
る
。

　

多
胡
碑
は
、
７
１
１
年
（
和

銅
４
年
）
３
月
９
日
に
、
多

胡
郡
が
こ
の
地
域
に
建
郡
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
建
て

ら
れ
た
。

　

高
崎
市
で
は
、
多
胡
碑
に
建

郡
の
日
と
し
て
刻
ま
れ
た
「
３

月
９
日
」
を
記
念
し
、
こ
の
日

に
近
い
日
曜
日
に
上
野
三
碑
の

一
般
公
開
を
実
施
し
て
い
る
。

　

貴
重
な
石
碑
を
守
る
覆
屋

の
扉
が
開
か
れ
、
直
接
観
覧
す

る
こ
と
が
で
き
る
年
に
一
度
の

チ
ャ
ン
ス
。

東京ドーム「ふるさと祭り東京」に出店

　高崎市八島町 46-1
　営業時間：11:00 ～ 23: 00
                          （Ｌ.Ｏ. 22: 00）
　

（高崎オーパ 7F）

TAKASAKI ARENA
●全日本高等学校中学校チアリーディング選手権大会　1/25（土）・26（日）〈観覧有料〉

●全日本新体操チャイルド選手権　2/21（金）～ 23（日）〈観覧有料〉

●V.LEAGUE DIVISION１ MEN （V１男子）V・ファイナルステージ優勝決定戦　2/29（土）〈観覧有料〉

●体操「内村杯」　 3/18（水）〈観覧有料〉

●お問い合わせ：高崎アリーナ    TEL.027-329-5447 　

3月15日（日）

榛名の梅祭り

●主会場：榛名文化会館
　　　　    エコール前広場
　　　　  ９：30 ～ 

3月1日（日）～下旬

みさと梅まつり

●駐車場料金：普通車   300 円
　　  マイクロ・大型バス   1,000 円
　　　　　　   バイク　 100 円

●会場：カ二沢会場・善地会場
3月8日（日）

●会場：榛名文化会館エコール前広場　

※大会当日会場周辺は交通規制があります。
　ご注意ください。

受付時間7：30～9：00（雨天決行）

第29回  はるな梅マラソンTAKASAKI CITY

3月8日（日）
●観覧：山上碑・多胡碑・金井沢碑
　　　     9 : 00 ～ 15 : 00
●費用等：無料　申込不要

●お問い合わせ：多胡碑の一般公開は多胡碑記念館    TEL.027-387-4928
                                   山上碑・金井沢碑は高崎市文化財保護課    TEL.027-321-1292 

●上野三碑巡り無料バス
上信電鉄吉井駅を起点に 45分間隔で運
行。乗車無料。第 1 便は午前 9 時に吉
井駅発。最終便は2時15分に吉井駅発。

●お問い合わせ：はるな梅マラソン実行委員会（榛名支所地域振興課） TEL.027-374-6715
●お問い合わせ：榛名の梅祭り実行委員会（榛名支所産業観光課）TEL.027-374-5111
●お問い合わせ：みさと梅まつり実行委員会（箕郷支所産業課）　TEL.027-371-5111

高崎アリーナ　
1月～3月の主なイベント
高崎アリーナ　
1月～3月の主なイベント

や
甘
酒
を
ふ
る
ま
う
。

　

ま
た
、『
榛
名
の
梅
祭
り
』
で

は
、
梅
の
加
工
品
等
が
賞
品
で

当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、

梅
干
し
の
種
飛
ば
し
大
会
、
梅

う
ど
ん
の
無
料
配
布
、
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
な
ど
楽
し
い
企
画
が

目
白
押
し
だ
。

　

一
方
、「
箕
郷
梅
林
」
は
関
東

平
野
を
一
望
す
る
丘
陵
に
約
10

万
本
の
梅
の
木
が
植
え
ら
れ
て

お
り
、
白
梅
が
雲
の
じ
ゅ
う
た

ん
の
よ
う
に
丘
陵
を
覆
う
ス

ケ
ー
ル
感
と
、
そ
の
先
に
広
が

る
市
街
地
や
山
並
み
と
い
っ
た

眺
望
は
、
ま
さ
に
絶
景
。
梅
祭

り
期
間
中
は
、
梅
の
加
工
品
販

売
や
梅
見
茶
会
、
芸
能
シ
ョ
ー

な
ど
が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
る
。

　

高
崎
オ
ー
パ
の
７
・
８
Ｆ
フ

ロ
ア
で
は
〝
Ｏ
Ｐ
Ａ
で
夜
ゴ
ハ

ン
〞
を
推
進
中
。
高
崎
観
光
協

会
が
運
営
す
る
『
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
高

崎
じ
ま
ん
』
で
も
、
一
押
し
の

夜
ゴ
ハ
ン
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し

て
い
る
。

　

そ
の
名
も
「
じ
ま
ん
の
夜
ご

は
ん
」（
17
時
以
降
の
提
供
）
は
、

６
種
の
惣
菜
が
乗
っ
た
プ
レ
ー

ト
に
、
豆
腐
サ
ラ
ダ
と
コ
ン
ソ

メ
ベ
ー
ス
の
み
そ
ス
ー
プ
、
そ

し
て
倉
渕
産
の「
は
ん
で
え
米
」

を
炊
い
た
ご
飯
と
、
品
数
多
く

栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
バ
ッ
チ
リ
に

仕
上
げ
て
い
る
。特
に
野
菜
は
、

１
Ｆ
の
「
高
崎
じ
ま
ん
」
で
販

売
す
る
朝
採
れ
野
菜
を
使
用

し
て
お
り
、
鮮
度
の
よ
い
野
菜

な
ら
で
は
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
倉
渕
産
「
は
ん
で
え

米
」
は
、
清
ら
か
で
冷
た
い
山

あ
い
の
水
と
、
昼
・
夜
の
寒
暖

差
に
よ
り
、
旨
み
の
多
い
コ
シ

ヒ
カ
リ
。
約
30
日
間
は
ん
で

え
干
し
（
天
日
干
し
）
す
る
こ

と
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
増
し
、
冷

め
て
も
食
感
が
い
い
の
が
特

徴
だ
。
手
間
を
か
け
て
自
然

乾
燥
さ
せ
る
こ
と
や
収
穫
量

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
市
場

に
は
ほ
と
ん
ど
出
回
ら
な
い

貴
重
な
お
米
。
是
非
味
わ
っ

て
み
て
。

上野三碑一般公開

北関東随一の梅どころ  榛名山麓に広がる梅林にシーズン到来

　

高
崎
の
春
の
風
物
詩
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し

た
高
崎
映
画
祭
は
今
年
も
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上

旬
の
日
程
で
開
催
予
定
。
毎
年
華
や
か
な
ゲ
ス
ト

が
一
堂
に
会
す
る
授
賞
式
も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ

だ
。
群
馬
県
内
初
上
映
作
品
を
中
心
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
、
若
手
作

家
の
発
掘
と
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
近
年

で
は
、
高
崎
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
の
特
集
も
充
実

し
て
い
る
。
上
映
時
に
は
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を
お
迎

え
し
、
舞
台
挨
拶
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
イ
ベ
ン

ト
も
目
白
押
し
だ
。
劇
場
公
開
前
の
新
作
上
映
も

あ
る
の
で
い
ち
早
く
話
題
作
が
見
ら
れ
る
チ
ャ
ン

ス
を
お
見
逃
し
な
く
。

　
「
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
が
楽
し
め
る
映
画
時

間
」
を
提
供
す
る
高
崎
映
画
祭
を
今
年
も
堪
能
し

て
ほ
し
い
。

3月下旬～4月上旬予定

第34回高崎映画祭

●10日～18日：10:00 ～ 21:00    19日：10:00～18:00
●当日券  1,800 円（前売り 1,600 円）
　平日限定当日券　1,400 円（前売り 1,200 円）
　イブニング券    1,300 円

若手作家の発掘・育成にも貢献

●お問い合わせ：高崎映画祭　TEL.027-326-2206

EVEN
T●お問い合わせ： （一社）高崎観光協会    TEL.027-330-5333

1月10日（金）～19日（日）

ふるさと祭り東京 2020

●東京ドーム●上映会場：高崎市文化会館 /高崎シティギャラリー
                          高崎芸術劇場ほか

「世界の記憶」登録の石碑を巡る
い し ぶ みユネスコ

●多胡碑
日本三古碑の一つ。碑文の
おおらかで力強い楷書体は
中国の六朝風の書体として
高い評価を受けている。

●山上碑
681年に建立された完存す
る国内最古の石碑。7世紀
の古墳とその墓碑銘が共
に残っている全国でも貴
重な史跡。

こ う ず け さ ん ぴ

●「じまんの夜ごはん」1,000円（税込）
 ・群馬県産豚ロース焼肉 ・ピクルス ・ま
こもだけのきんぴら等 6 種類の惣菜の
プレートと豆腐サラダ ・生姜の漬物 ・
みそスープ ・ご飯は倉渕産のはんでえ
米（コシヒカリ）
 ・ドリンクセット  1,200 円（税込）
　（コーヒー or 紅茶 or ほうじ茶付き）

※惣菜は変更あり

●金井沢碑
726 年に建立された。当時
では新しい文化である仏教
思想によって先祖の供養を
した記念碑。「群馬」が記
された県内最古の史料。

※一般公開日は臨時便を増発予定



水
処
理
施
設
が
近
未
来
の
電
脳
空
間
に

ロ
ケ
地
を
訪
ね
て

『
Ａ
Ｉ
崩
壊
』
編

高崎のロケ地
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「
縁
起
の
い
い
ま
ち
高
崎
」
高
崎
観
光
協
会 

会
報  

冬
号
（
第
１
４
９
号
）
令
和
２
年
1
月
１
日
発
行

「
縁
起
の
い
い
ま
ち
高
崎
」
高
崎
観
光
協
会 

会
報  

冬
号
（
第
１
４
９
号
）
令
和
２
年
1
月
１
日
発
行戦

国
の
歴
史
が
語
り
継
が
れ
る
里 

戦
国
の
歴
史
が
語
り
継
が
れ
る
里 

●
近
未
来
の
日
本
で
人
工
知
能
が
暴
走

　

２
０
２
０
年
1
月
31
日
よ
り
全
国
で

公
開
さ
れ
る
映
画
『
Ａ
Ｉ
崩
壊
』
は
、

入
江
悠
監
督
が
人
工
知
能
を
テ
ー
マ
に

る
。
犯
罪
者
と
し
て
追
わ
れ
る
身
と
な

る
桐
生
。
Ａ
Ｉ
暴
走
の
謎
を
解
く
た
め

の
決
死
の
逃
亡
劇
が
始
ま
る
。

●
高
崎
に
馴
染
の
深
い
入
江
監
督
作
品

　

入
江
悠
監
督
は
、
２
０
０
８
年
に

公
開
さ
れ
た
映
画
『
Ｓ
Ｒ
サ
イ
タ
マ
ノ

ラ
ッ
パ
ー
』
で
、
関
東
の
片
隅
を
舞
台

に
地
方
都
市
の
青
年
た
ち
の
姿
を
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
音
楽
に
の
せ
て
、
シ
ニ
カ
ル

で
温
か
く
描
き
、
国
内
外
の
映
画
祭
で

評
価
さ
れ
た
。
単
館
系
劇
場
の
記
録
を

塗
り
変
え
る
な
ど
話
題
を
集
め
、
完
全

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
脚
本
で
シ
リ
ー
ズ
化
さ

れ
、
入
江
監
督
の
代
表
作
と
な
っ
た
。

　

監
督
は
3
歳
か
ら
19
歳
ま
で
を
深
谷

市
で
過
ご
し
、
土
地
勘
の
あ
っ
た
高
崎

で
も
同
映
画
の
ロ
ケ
を
行
っ
た
。
そ
し

て
、
２
０
１
１
年
に
は
『
劇
場
版
神
聖

か
ま
っ
て
ち
ゃ
ん
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル

は
鳴
り
止
ま
な
い
』
で
、
高
崎
映
画
祭

新
進
監
督
賞
を
受
賞
し
た
。

　
『
Ａ
Ｉ
崩
壊
』
は
、
群
馬
県
内
で
は

２
０
１
８
年
12
月
下
旬
か
ら
２
０
１
９

年
2
月
下
旬
の
間
に
前
橋
の
ベ
イ
シ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
、
高
崎
の
ま
ち
な

か
、
阿
久
津
町
の
阿
久
津
水
処
理
セ
ン

タ
ー
の
3
カ
所
で
撮
影
ロ
ケ
が
行
わ
れ

た
。
関
係
を
築
い
て
き
た
高
崎
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
核
と
な
っ
て
後
押

し
、
延
人
数
で
３
０
０
人
ほ
ど
の
エ
キ

ス
ト
ラ
を
撮
影
現
場
に
送
り
込
ん
だ
。

自
ら
脚
本
を
手
が
け
て
挑
ん
だ
完
全
オ

リ
ジ
ナ
ル
Ｓ
Ｆ
パ
ニ
ッ
ク
映
画
。

　

Ａ
Ｉ
が
国
民
生
活
に
浸
透
し
た

２
０
３
０
年
の
日
本
を
舞
台
に
、
全
国

民
の
個
人
デ
ー
タ
と
健
康
を
管
理
す
る

医
療
Ａ
Ｉ
「
の
ぞ
み
」
を
生
み

だ
し
た
天
才
科
学
者
・
桐
生
浩

介
を
主
人
公
に
ス
ト
ー
リ
ー
が

展
開
さ
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
機
器

に
蓄
積
さ
れ
た
検
索
履
歴
や
個

人
情
報
を
も
と
に
、
あ
る
日
突

然
「
の
ぞ
み
」
が
人
間
の
生
き

る
価
値
を
選
別
し
殺
戮
を
始
め

●
大
沢
た
か
お
が
ま
ち
な
か
で
激
走

　

こ
の
映
画
で
主
人
公
の
桐
生
を
演

じ
る
大
沢
た
か
お
が
、
高
崎
の
ま
ち

な
か
数
カ
所
で
逃
走
シ
ー
ン
の
撮
影

に
挑
ん
だ
。
旭
町
の
労
使
会
館
近
く

の
高
架
下
。
8
階
建
駐
車
場
パ
ー
ク

１
０
０
０
の
屋
上
階
や
プ
リ
ン
ス
駐

車
内
の
1
フ
ロ
ア
を
貸
し
切
っ
て
の

撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

一
方
、
阿
久
津
町
の
阿
久
津
水
処
理

セ
ン
タ
ー
に
は
、
モ
ニ
タ
ー
が
１
０
０

台
以
上
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
情
報
機
器
が

持
ち
込
ま
れ
、
大
掛
か
り
な
警
察
庁

サ
イ
バ
ー
捜
査
室
が
２
〜
３
週
間
に
わ

た
っ
て
セ
ッ
ト
さ
れ
、
警
察
庁
管
理
官

役
の
岩
田
剛
典
や
刑
事
役
の
広
瀬
ア
リ

ス
、
所
轄
の
刑
事
役
三
浦
友
和
等
役
者

陣
の
登
場
シ
ー
ン
が
撮
影
さ
れ
た
。
こ

こ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
仮
面
ラ

イ
ダ
ー
シ
リ
ー
ズ
や
戦
隊
も
の
の
ロ
ケ

地
と
し
て
も
お
馴
染
み
の
場
所
だ
。

　

今
や
、
高
崎
に
と
ど
ま
ら
ず
群
馬

県
内
は
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
し

て
、
関
係
者
か
ら
熱
い
視
線
を
送
ら
れ

て
い
る
。
地
元
民
に
と
っ
て
も
、
見
慣

れ
た
日
常
の
風
景
が
、
映
像
の
プ
ロ
に

素
敵
な
風
景
と
し
て
切
り
取
ら
れ
る
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
る
は
ず
。
俳
優
を
見

か
け
た
り
、
エ
キ
ス
ト
ラ
に
応
募
し
た

り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
方
が
身
近

に
広
が
っ
て
い
る
。

阿久津水処理センターがサイバー捜査室（上）に


